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 令和７年（２０２５年）4月8日

 北海道天塩高等学校

令和７年度　 北海道天塩高等学校　 学校経営シラバス

【基本的な考え方】 

 ○　 「北海道教育の基本理念」及び「留萌管内教育推進の重点」を踏まえる

 ○　 生徒、保護者の期待及び地域の負託に応える

〇　 教職員と生徒、保護者と地域の信頼を基盤に「満足度100%」を目指す

【スクール・ミッション】 

1 個々の生徒の特性に対応した学習指導及びキャリア教育を通じて、主体的な進路の選択決定をするため

の資質・能力を身に付けた生徒の育成 

2 集団生活や特別活動等を通じて、コミュニケーション能力や豊かな人間性を身に付けた生徒の育成 

3 異校種および関係機関との連携をはじめ、地域資源を活用した教育活動を通じて、郷土への理解を深　

　 め、持続可能な地域社会の実現に努める生徒の育成

【校訓】 

身はすこやかにたくましく　 清く正しく明朗で　 知性豊かな人となれ

【学校教育目標】 

１　 真理を探究し、創造する力を育てる 

２　 豊かな情操と強い意志を培う 

３　 強健な体力とたくましい実行力を養う 

４　 人格を磨きよりよき社会人を育成する

【育成を目指す資質･能力に関する方針】 

 １ 課題解決能力(思考力･判断力･表現力･創造力)　  

 ２ 協働力(協働性･情操力･社会性) 

 ３ 自己成長力(自律心･実行力･継続力)

【教育課程編成・実施に関する方針】 

(1) 多様な進路希望に応じたカリキュラムに沿って、深く、しっかりとした学びを推進し、基礎学力の定着を

 図る

(2) 個別最適な学びの実現のため、 ICT の活用や少人数指導など、個々に応じたきめ細やかな指導を展開

　 することで学習意欲を高め、自ら学び、考える自走できる力を身に付ける 

(3) 学校行事や生徒会活動などの教育活動等を通して、チャレンジ精神を育み、主体的・協働的に取り組む

　 姿勢を養う 

(4) 「総合的な探究の時間」などの探究活動を通して、自分の将来や郷土への思いを深め、よりよく課題を

 　 解決し、よりよい社会や人生を切り拓く力を育む

（５）　 知見者等の講演会等を行うとともに、地域や異校種との様々な教育活動を通して、多面的で多角的な

見方や考え方を身に付ける
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【入学者受入に関する方針】 

1  自分の進むべき道を見つけ、自己発見につなげたい生徒

2  これまでの学びを深め、更に向上心を持って学びを続けたい生徒

3  他と協働して主体的に部活動や生徒会活動に参画できる生徒

4 地域に貢献することを志す生徒

【経営方針】 

　 １　 協働体制の確立による校内組織の活性化及び教職員の学校経営参画意識の高揚を図り、「働き方改革」

 を推進する。

　 ２　 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図り、育成を目指す資質・能力を確実に育む教育

課程の改善・充実に努める。 

３　 教職員と生徒、保護者の信頼を基盤に、保護者や地域住民の視点や、全国的に優れた教育実践等を参考

とした改善を進め、学校の更なる魅力化を推進する。 

　 ４　 地域や地元の小中学校、高等教育機関等との連携強化による探究的な学習やキャリア教育の充実を図り、

 入学から卒業までの体系的で継続性のある教育活動を展開する。

 

【重点目標】 

 　 １　 働き方改革の推進

 　 　 （１）協働体制の強化

・学年、分掌、部活動において、互いの業務の進捗状況を確認し合い、必要に応じて業務の分担を見直すと

 ともに、見通しと共通の目標を持ち、全職員一丸となって業務を遂行する。

 　 　 （２）教職員の意識改革

・一般市民や地域住民の目線で考えるとともに、教師のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨き、生徒

 たちに対して効果的な教育活動を行うことができるようにする。

 　 ２　 生徒の資質・能力の伸長を図る学習活動の充実

 　 　 （１）「協働的な学び」と「個別最適な学び」の一体的な充実

・探究的な学習活動の時間の中で、主体的・対話的で深い学びの実現と協働的な学びの充実を図るととも

 に、ＩＣＴを活用した「学習の個性化」と「指導の個別化」による個別最適な学びを推進する。

 （２）授業と学習支援プログラムによる個別学習を有機的につなげた学習体制の確立

・学校における教育活動と家庭等における個別学習の特長を互いに生かしながら生徒の資質・能力の伸長

を図る。  

 　 ３　 魅力ある学校づくり

 　 　 （１）ＰＴＡや振興会、同窓会等地域の方々との関係団体等との連携

　 　 ・教育方針や特色ある教育活動、学校評価などについての地域の方々の意見を把握し、教育活動の改善を

進める。また、ホームページやｓｎｓ等を活用した広報活動を通して、生徒の状況や教育活動の現状につい

 て情報発信し理解や協力を得る。　

 　 　 （２）法令遵守と説明責任の徹底

　 　 ・法令や通知等を遵守するとともに、家庭、地域への十分な情報提供を行い、信頼される学校づくりを推進

 する。

 　 ４　 体系的な教育活動の推進

 　 　 （１）探究的な教育活動の充実

・課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現のプロセスを重視した教育活動を通して、課題発見・解

決力、情報収集力、論理的思考力、コミュニケーション力、表現力などを身に付け、自己の在り方生き方を

 考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を育む探究活動を充実させる。

 （２）キャリア教育の充実

・大学の専門的な学びや教育研究にふれることを通して、職業観や勤労観を高めるとともに、生徒の学習意

 欲や進路意識を高めることを目指した高等教育機関等との連携を進める。　


